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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、JＲ横浜線鴨居駅から徒歩１５分、または横浜市営バス御嶽前バス停下
車徒歩１分ほどの所にあります。２階には同一法人運営のサービス付き高齢者向け
住宅が併設されています。
＜優れている点＞
利用者が楽しく安心して過ごせるように、さまざまな支援をしています。利用者
は、世界の国旗、動物、漢字などを描いたキャップを台紙の絵に合わせる職員手作
りのキャップパズルを楽しみ、その年の干支や季節に応じた風景を選び、職員と共
に作品を製作してリビングに飾っています。誕生日には職員が、利用者の１年間の
写真をレイアウト編集してプレゼントしています。ボランティアによる楽器演奏や
書道教室、音楽療法、機能訓練を行い、また、季節に応じて行事や外出を企画して
います。職員の親族の赤ちゃんや娘さんが成人式の晴れ着姿を披露しに来所するこ
ともあり、利用者もとても喜んでいます。運営推進会議では、近隣の道路が狭く危
険との話題が出た際には区土木事務所職員に出席してもらい対応策を話し合うな
ど、管理者は迅速な対応に努めています。
＜工夫点＞
利用者が食事を楽しめるように、パンが好きな利用者が多いので朝食はパンの日を
多くしたり、業者に委託している昼と夜の献立も、利用者の好みを伝えて発注して
います。また、レトルト食品を適宜朝食に取り入れることで、職員が利用者と関わ
る時間を増やす工夫もしています。

デイホーム東本郷は、ＪＲ横浜線鴨居駅から徒歩15分の所にあります。ご利用者様の
利用時間を9時前の場合はご家族の送迎でご利用できるようにしています。最終の送
迎は19時となっており夕食を食べての送迎です。午前午後と転倒予防の体操を行い、
毎日のレクリエーションに力を入れています。また、春にはお花見外出、秋に外出、
日々の利用時ではお天気がいい日は近くの公園に行くなど外へ出る機会できるだけ多
くを設けております。そして、機能訓練や書道、音楽療法、東本郷のボランティアさ
んの来訪等定期的に行っております。年に一度、福祉専門学校から実務研修、中学校
生の職業体験の受け入れを行っております。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

デイホーム東本郷 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



デイホーム　東本郷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

報告や情報交換を行いながら意見を聞
くことと、課題事項に関して改善でき
るような話し合いの場にした取り組み
を行っている。

会議は昨年度立てた目標達成計画通
り、２ヶ月に一度定期的に開催してい
ます。会議では事業所から活動状況を
報告するほか、近隣の道路が狭く危険
との話題が出た際には、区土木事務所
職員に出席してもらい対応策を話し合
うなど、有意義な会議となっていま
す。

地域連絡会で交流の場に参加してい
る。利用者の紹介をいただき説明面談
同行など行っている。また、困難事例
の相談も行っている。

高齢福祉課、土木事務所などの行政担
当者とは、利用者の紹介や困難事例の
相談など、必要に応じて連携を図って
います。また、区職員、民生委員、ケ
アマネジャーが参加する「地域連絡
会」に管理者が出席し、情報交換して
います。

自治会行事に参加したり、中学校の職
業体験の受け入れを行っている。地域
の歌や踊り、書道のボランティアさん
が定期的に催す機会がある。また、オ
ムツやタオル等のいただき物がある。

自治会に加入しています。自治会行事
や地域ケアプラザの催しなどに利用者
を送迎したり、地域の神社へ初詣に行
き、お祭りには挨拶に行っています。
また、地域のボランティアが定期的に
訪れ、中学生の職業体験を受け入れる
など地域と交流しています。

地域の人々に向けて認知症の理解や支
援の場を設けることがない。電話で相
談や訪問されるときは見学をしていた
だいている。

　

地域密着型サービスの意義を職員で確
認している。事務所の見やすい位置に
理念を掲げ共有を図っている。

事業所独自の理念は、管理者が原案を
示し職員に確認して作っています。新
入職員へは入職時に理念を記載した書
面を配付して説明し、玄関や事務所に
も掲示して共有しています。カンファ
レンスなどの場で、理念に沿った支援
ができるように話し合っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

株式会社フィールズ



デイホーム　東本郷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

成年後見制度の研修に参加したり、地
域包括センターの相談員さんに相談に
のってもらっている。

利用前に事前に説明を行っている。利
用料等については別表を用意し月のだ
いたいの支払い料金の説明や契約解除
についてご家族は納得のいくように説
明を行っている。

利用者、ご家族には手紙や送迎時や電
話で意見交換を行うようにしている。
意見がでたときには申し送りノートに
記入したりミーティングで話し合いを
行い運営に反映させている。

利用者や家族からの意見や要望は、送
迎時の連絡ノートや日々の会話、来訪
時、運営推進会議の中で受け止めてい
ます。意見や要望があった場合には、
申し送りノートへの記入やミーティン
グなどにより職員間で共有し、検討し
て対応しています。

言葉の虐待をなくすように心がけてい
る。強い口調で言ったいるときなど見
過ごすことがないように職員間で気配
りを行っている。

玄関施錠はしなようにしている。ご家
族より帰宅願望が多く施錠を言われた
ことがあったが、職員の見守りとご本
人の様子で施錠がないよになった。ま
た、意志疎通のできない利用者に関し
て必要なときはご家族の同意書をいた
だいている。

管理者は、対応を考えなければならな
い案件や話題が出た時に、職員へ詳し
く説明しています。また、事務所内に
あるマニュアルを見るように伝えてい
ます。家族からの要望がある場合に
も、利用者の状態を見極めて対応し、
家族に説明し、同意を得ています。

定期的な身体拘束防止マニュ
アルの確認や勉強会をするな
ど、職員の認識を再確認し、
さらなる意識向上を図ること
も期待されます。

株式会社フィールズ



デイホーム　東本郷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

まず、ご本人に会って要望や不安なこ
と身体状況などの把握に努めている。
通所体験をしていただきご本人の状態
を職員間で理解するようにしている。

市内の連絡会があるが日程が合わずな
かなか参加に至っていない。地域の連
絡会に参加し勉強会等を行っている。
また、同会社の他市事業所への交流会
を行っている。

外部研修を職員が受講できるように計
画を立てている。その研修を事業所内
研修を行い共有を図っている。

月１回のミーティングで要望や改善事
項の話し合いを行っている。参加でき
ない職員には事前に聞いたり、議事録
を見て意見を求めることもある。

職員からの意見や要望は、日常の会話
をはじめ、毎月のミーティングで話し
合っています。同一法人運営の３事業
所間で行っている管理者会議で出た提
案や事業所のみでは対応できない事は
運営本部と相談して運営に反映させて
います。

２か月に１度の同会社の他市事業所
ホーム長会議があり会議を各事業所で
行っている。そして職員の業務に関し
ての悩みや要望を話し合い意見交換と
改善につなげている。

株式会社フィールズ



デイホーム　東本郷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

自治会活動への参加を促すように支援
している。

利用者の希望は、事業所で対応したり
家族へ伝えています。利用者が馴染み
の関係を継続する上で、今まで付き合
いがあった人や顔見知りの人と話すこ
とも大切との思いから、自治会行事を
はじめ利用者が参加できる地域の催し
を探して参加を促しています。

日々のかかわりの中で思いや不安、楽
しみを知るようにしている。個別に対
応することで話しやすい環境をつくる
ように支援している。

利用者の様子や職員の考えを伝えご家
族の考えも聞くことで共に利用者を支
えていけるように話しを行う。また、
連絡ノートに書いていただくことで職
員が把握したり、電話で相談にのって
いる。

利用前にご家族の要望を聞くことによ
り何が必要か確認を行う。そして事業
所としての対応を説明を行っている。
利用してみないと分からないところが
あるので体験利用を行いながら関係づ
くりを行っている。

相談時にご本人やご家族の思いや考え
や状況を確認し、どんな支援が必要か
見極めるようにしている。小規模利用
がどうなのか、他の利用がいいのかな
ど話し合いを行うことで対応してい
る。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

利用者一人ひとりの生活リズムを観察
し行動や動作等を把握している。朝の
申し送りで夜間の様子を聞き日中に観
察を行い記録に残し職員間で共有して
いる。

日々のかかわりの中で観察し把握に努
めている。意思疎通の困難な方はご家
族からの意見を聞きながら職員のミー
ティングで話し合うようにしている。

利用者との日々の会話や様子、家族の
話、契約時の利用者情報などから、利
用者の思いや希望を受け止めていま
す。入浴時には寛いでいろいろと話す
利用者もいます。カンファレンス、申
し送り、情報共有ノートへの記載など
を通して情報を共有しています。

利用始めに生活歴等をご家族から伺う
ようにしている。また、日々のかかわ
りの中でご本人と会話しながらこれま
でのことを伺い把握するようにしてい
る。

年賀状を送ったり、電話での相談に
のっている。行事のときは声かけし招
待している。

日々のかかわりの中で個別に話しを聞
いたり相談にのるようにしている。食
事やお茶のときには職員も一緒に会話
を楽しむようにしている。また、レク
リエーションを通じ利用者同士が楽し
く過ごす時間を設けている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

運営推進会議で地域包括支援センター
の職員の参加と民生委員の参加で意見
交換を行っている。ケアプラザで行っ
ている体操教室の参加や自治会の催し
に積極的に行うようにしている。

ご本人ご家族に希望のかかりつ医と
なっている。通院は基本的にはご家族
同行だが仕事の関係や独居の方等は職
員が同行を行っている。往診の方には
主治医に普段の様子を伝えている。

利用者や家族が希望するかかりつけ医
による受診を継続しています。家族に
代わって職員が通院支援する場合もあ
ります。事業所の協力医の利用は現在
のところありませんが、要望があれば
紹介する事が出来ます。医療情報は個
人ファイルに綴じて共有しています。

自宅から通所される方には、連絡ノー
トを用意している。血圧や食事量、排
泄に関しての記録と、その日の様子を
記入している。また、事業所の介護記
録には特変があった時に青字で記入し
介護計画の見直しを行うようにしてい
る。

予定の通所日は決めているが、通所変
更や急な宿泊、時間延長等臨機応変に
対応している。送迎時間もご家族に合
わせながら変更したり、急な夕食の提
供にも対応している。

毎日のかかわりの中でご本人の意見を
聞き、ご家族に送迎時や電話で意見を
聞き介護計画に反映している。月1回の
職員のミーティングを行い意見交換を
行っている。

毎月のカンファレンスで職員間で話し
合い、かかりつけ医や看護師の見解、
本人および家族の意向を取り入れて介
護計画を作成しています。３ヶ月ごと
にモニタリングを行い、計画の見直し
および作成を行っています。見直しは
３ヶ月ごと行い、現状に即したものに
しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

マニュアルを掲示し、年２回の避難訓
練を消防署の協力で利用者と共に行っ
ている。地震想定や火事のときの消火
器の使い方、夜間を想定した避難訓練
を行っている。

防災・避難訓練は、年２回夜間想定を
含めて、消防署の協力を得て実施して
います。地域の方にも協力を呼びか
け、自治会家庭防災員の方が訓練に参
加しています。非常災害に備え食料、
飲料水を備蓄しています。

災害に備え、非常用食料や飲
料水を備えています。備蓄品
の内容と最低３日分程度の確
保に向けた点検をする事も期
待されます。

医療的処置ができないのでターミナル
ケアは受けていない。食事量や体調を
看護職員と共に見ながら早い段階でご
家族に相談できるよう支援している。
また、主治医の指示を仰ぎながら在宅
で過ごせるように協力体制を作ってい
る。

重度化した場合の対応については利用
開始時に説明しています。主治医、看
護師、家族と職員が話し合い、できる
限り在宅支援を行う方針です。

重度化や終末期の対応につい
て書面を作成したり、勉強会
などで職員間の理解を深めら
れることも期待されます。

緊急時対応マニュアルを作成してい
る。消防署の協力で救急手当や心肺蘇
生法、ＡＥＤの使い方の研修を行うこ
とで職員が対応できるようにしてい
る。

看護職員の配置を行い体調管理や服薬
管理の支援を行っている。入浴時や気
がついた時に常に報告をし観察しても
らう。また、看護ノートを用意し看護
職員のいない時に記入することで把握
できるようにしている。

入院時に１週間に1度はお見舞いに伺う
ようにしている。また、家族より様子
を聞きどんな状態であるか確認しなが
ら、今後のことを考えるようにしてい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

その日のメニューをフロアー内に書い
ている。食事準備で皮むきやもやしの
根を取る、テーブルを拭いていただく
等を共に行い、職員と利用者と同じ
テーブルで会話しながら食事できるよ
うにしている。

利用者は、職員とたまねぎやじゃがい
もの皮むきなどの下ごしらえ、テーブ
ル拭き、盛り付けを行い、一緒に食事
をしています。昼と夜の献立は業者に
委託していますが、利用者の好みを伝
えて発注しています。外食やお弁当を
持ってお花見にも出掛けています。

一日の流れはあるが、一人ひとりの体
調を見ながら個々に対応している。疲
れて休みたいときはベッドで休んでい
ただく。しかし、入浴日や行事などは
決めている。おやつの飲物を何にする
か聞いて決めることがある。

入浴時にどの服を着るか聞きながら用
意している。外出のときには、お化粧
をするように声かけしたり髪をとかす
など行っている。また、２か月に１回
訪問カットがありカラーやカットを
行っている。

介助を行うときは、突然行うのではな
くまず、声かけを行うことにしてい
る。出来ることはご本人にしていただ
くことで残存能力の維持に努めてい
る。また、職員が利用者の情報の守秘
義務について書面にて理解している。

職員は倫理規定に基づき、日頃より一
人ひとりの尊厳を大切にし、プライバ
シーを尊重するように心掛けていま
す。言葉遣いや話しかけには十分に配
慮しています。個人情報を含む書類は
施錠のできる書庫に保管しています。

そばにいて見守ることでご本人の思い
や希望を声に出すことができるので、
できる限り職員が必ずそばにいるよう
にしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

排泄の記録で看護師がチェックを行っ
ている。２回の体操で体を動かした
り、水分補給で予防に取り組んでい
る。

週３回の入浴ができ、午前中が入浴の
時間となっており、利用日に合わせて
の曜日になっている。声かけにも配慮
し嫌がるときは少し時間をおいて声か
けを行うようにしている。男性が苦手
な利用者には女性職員が介助するよう
にしている。

通いや泊まりの利用者へ基本的には週
３回入浴支援をしていますが、家族の
要望にも柔軟に対応しています。入浴
に気がのらない利用者には声かけの仕
方などを工夫しています。菖蒲湯やゆ
ず湯で季節感を味わえるようにしてい
ます。

毎食後の口腔ケアを行っている。昼食
時は看護職員が行うことで口腔内の
チェックを行っている。ご自身で歯磨
きできる方はやっていただき最終
チェックを行うようにしている。

定期的にトイレ誘導の時間を設けてい
る。一人でも行くことができるが失敗
の心配な利用者には声かけを行ってい
る。また、利用時はパッドを使用する
ことで職員が介入し失禁した時に洋服
が汚れないようにしている。

利用者の排泄状況は、連絡ノートで、
家族と事業所双方での状況を記録し合
い、個人記録にも排泄パターンを記録
して把握しています。同時に食事やお
やつの時間前の定時誘導も行い、トイ
レでの排泄を支援をしています。

食事量を確認し記入している。一人ひ
とりの食べられる量を考えながら盛り
付けを行い体重増加の方は主食を少し
控えるようにしている。栄養士による
バランスのとれたメニューとなってい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

基本的に金銭の持ち込みは禁止となっ
ているが、金銭管理のできる利用者に
ついては、買い物を頼まれることがあ
るのでお金を預かるか立て替え払い後
ご本人から金銭を受け取ることにして
いる。

昼食や夕食の材料を切ってもらう、盛
り付けなど手伝ってもらうようにして
いる。また、新聞紙をたたみ、洗濯物
たたみなどお願いしている。

天気のいい日には近くに公園に行った
り、鶴見川沿いに花を見に行ったり、
お花見外出や動物園、事業所交流会な
ど外出の機会を設けるようにしてい
る。

天候や利用者の体調、一人ひとりの希
望に沿って、車イス利用者も含めて鶴
見川沿いや近くの公園へ散歩に出掛け
ています。玄関前のベンチで外気浴を
する利用者もいます。三ツ池公園など
への季節の花見やズーラシアへ遠出す
る時もあります。

できるだけ日中は活動を促し、生活に
メリハリがあるように心掛けている。
午前午後と体操をして体を動かすよう
にしている。そしてレクリエーション
の時間を設け、利用者みなさんで楽し
む時間がある。

薬内容の説明書は利用者ファイルに入
れ職員が内容を把握できるようになっ
ている。服薬管理表があり、配薬した
職員のサイン、服用してもらったサイ
ンを書き込むようにして飲み忘れのな
いようにしている。

株式会社フィールズ



デイホーム　東本郷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

家具やタンスを持ち込まれ、ご自身の
居心地のいい環境にしています。冬場
は乾燥しがちなので加湿器の用意して
いただいたりやウィルス対策でクレベ
リンを置くようにしています。

泊まりの部屋は５室で、利用者は枕、
パジャマ、電気敷毛布、ラジオなど、
自由に持ち込んでいます。整理タン
ス、椅子は備え付けで、利用者が一人
ひとり居心地よく安心して過ごせるよ
うに支援しています。

玄関は階段とスロープがある。室内は
全面バリアフリーとなっている。トイ
レは3か所あるので分かりやすいように
「トイレ」と表示してある。職員が見
守りを行い何をしたいのか状況を把握
するようにしている。

食堂と居間は一体となった造りなので
全体が見渡せる。テレビ前にはソファ
を3台置いてあり多くの方が座れるよう
に配慮している。季節の飾りで季節感
を味わい、日めくりカレンダーとその
日にメニューを大きく書いている。

リビングは明るく清潔に保たれていま
す。壁面には、干支の馬、季節の桃や
菜の花の貼り絵、利用者の書道の作品
も飾っています。事業所の前はバス通
りですが、騒音はほとんど気になりま
せん。利用者はテレビの前にソファー
を並べ寛いでいます。

テレビを見る方なそソファに座ってい
ただき、テーブル席には一人ないし仲
の良い方と過ごせるスペースになって
いる。また、利用者のご家族が共同使
用でリクライニングソファを持ち込み
一人でもゆっくりと座れるような場所
がある。

ご自宅から通われている方が多いので
電話をしたり手紙を出すことはあまり
ない。しかし、宿泊利用の方は居室で
手紙を書くことがある。また、電話の
取次ぎは行っている。
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　（別紙４（２）） 事業所名　　デイホーム東本郷

目標達成計画 作成日：　平成　26年　8月　10日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

災害に備えて備蓄品について最低３日分程
度の確保が必要。

飲料の本数が少ないため、最低でも２
リットルペットボトル６本ケースを１
０ケースを用意する。食料も随時用意
していく。

倉庫がないため、保管しておくところがな
いので、物置の購入を検討中。それまでの
間は各居室に置くことにする。 ３か月

2 6

身体拘束防止について職員にはマニュアル
を見るように伝えているが意識向上が図れ
ていない。

定期的な身体拘束防止について勉強会
を行い職員の認識を再確認を行う。

月１回の職員のミーティングで確認を取り
勉強会の開催や研修に参加していく。

１年

3 4

運営推進会議開催を定期的に行うようす
る。

２か月おきに開催する。 昨年から定期的に開催することができたの
で今年度も２か月おきに開催できるように
日程を組んでおく。 １年

4 33

重度化した場合の対応について書面に説明
がない。

重度化や終末期についての対応を書面
を作成する。

勉強会等を行う。

１年

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を
記入します。

【目標達成計画】　


